
恐
ろ
し
い
地
震
災
害

　

わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
は
、
常
に

地
震
災
害
、
風
水
害
と
い
っ
た
危
険
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
特
に

注
意
が
必
要
な
の
は
被
害
の
規
模
か
ら

い
っ
て
地
震
災
害
で
す
。
台
風
な
ど
と

違
い
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
く
ら
い

の
規
模
で
発
生
す
る
の
か
予
測
が
つ
か

な
い
こ
と
も
地
震
の
怖
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
の
心
構
え

を
再
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
震
の
心
得
10
カ
条

①
ま
ず
身
の
安
全
を

　

け
が
を
す
る
と
避
難
行
動
に
支
障
が

で
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
下
に
隠
れ

た
り
、
戸
外
で
は
危
険
な
場
所
か
ら
離

れ
た
り
し
て
、
ま
ず
身
の
安
全
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

②
素
早
く
火
の
始
末

　

落
ち
着
い
て
、
調
理
器
具
や
暖
房
器

具
な
ど
の
火
を
始
末
し
ま
し
ょ
う
。

③
戸
を
開
け
て
出
口
を
確
保

　

戸
を
閉
め
た
ま
ま
で
は
、
建
物
が
ゆ

が
ん
で
出
入
口
が
開
か
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
出
口
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

④
火
が
出
た
ら
消
火

　

も
し
火
が
出
て
も
、
天
井
に
燃
え
移

る
前
な
ら
大
丈
夫
。
慌
て
ず
、
落
ち
着

い
て
初
期
消
火
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
外
へ
逃
げ
る
と
き
は
慌
て
ず
に

　

外
へ
逃
げ
る
と
き
は
瓦
や
ガ
ラ
ス
な

ど
の
落
下
物
に
注
意
し
て
、
慌
て
ず
落

ち
着
い
た
行
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
狭
い
路
地
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
は
近
づ

か
な
い

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
門
柱
、
自
動
販
売
機

な
ど
は
倒
れ
や
す
い
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

⑦
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
に
注
意

　

居
住
地
周
辺
の
地
形
を
十
分
に
把
握

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑧
避
難
は
徒
歩
で

　

避
難
場
所
に
は
徒
歩
で
。
避
難
の
際

は
荷
物
を
最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑨
協
力
し
合
っ
て
応
急
救
護

　

地
域
の
防
災
訓
練
な
ど
に
参
加
し
、

9月1日は
「防災の日」

日
ご
ろ
の
備
え
で
身
を
守
ろ
う

今から88年前の大正12年9月1日は、関東大震災が起きた日
です。わたしたちは、この日を「防災の日」と定め、災害に対
する認識を新たにする日と位置付けています。今年3月11日
に発生した東日本大震災の被災地では、その爪痕が色濃く残
り、福島第一原発事故による被害はさらに広がりを見せてい
ます。平成17年、政府の中央防災会議「首都直下地震対策専
門調査会」から、首都圏中核都市の直下で大地震が発生したと
きの被害想定が発表されました。この中には「成田直下地震」
も含まれています。いつ災害が発生しても慌てることのない
よう、改めてあなたの防災対策を見直してみましょう。
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応
急
手
当
の
仕
方
を
学
ん
で
地
域
ぐ
る

み
で
応
急
救
護
の
体
制
を
。

⑩
正
し
い
情
報
を
入
手

　

う
わ
さ
や
デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
な
い
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
正
し
い
情
報
を

入
手
し
、
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

自
主
防
災
組
織

地
域
の
連
帯
感
が
不
可
欠

　
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
」「
自
分
の
安
全
は
自
ら
が
守
る
」

と
い
う
一
人
一
人
の
心
掛
け
が
大
切
で

す
。
そ
こ
で
、
市
で
は
区
・
自
治
会
・

町
内
会
な
ど
を
単
位
と
し
た
自
主
防
災

組
織
の
設
立
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

設
立
に
当
た
っ
て
は
事
前
に
十
分
な

打
ち
合
わ
せ
を
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要

に
応
じ
て
危
機
管
理
課
の
職
員
が
同
席

し
ま
す
。

　

設
立
が
決
ま
っ
た
ら
、
必
要
な
防
災

用
資
機
材
は
、
市
で
購
入
し
て
支
給
し

ま
す
。
ま
た
、
活
動
の
た
め
の
助
成
金

を
交
付
し
ま
す
。

　

設
立
し
て
か
ら
は
、
災
害
時
に
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
話
し
合
い
、
自
主
的
に

訓
練
活
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

災
害
時
要
援
護
者

避
難
支
援
制
度

　

地
震
、
風
水
害
な
ど
の
災
害
の
際
に
、

地
域
の
人
た
ち
が
協
力
し
て
、
一
人
で

避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
の
手
伝
い

を
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が

困
難
だ
と
思
わ
れ
る
人
の
う
ち
、
同
意

を
得
ら
れ
た
人
の
名
簿
を
作
成
し
、
地

域
の
民
生
委
員
、
自
主
防
災
会
、
地

域
団
体（
区
・
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
）、

消
防
団
、
消
防
署
に
開
示
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
中
で
避
難
・
救
援
活
動
に
生
か

し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
は
登
録
を

①
65
歳
以
上
の
み
の
世
帯
の
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
3
級
以
上
の
人

（
内
部
障
が
い
3
級
の
人
を
除
く
）

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
の

人
④
療
育
手
帳
Ⓐ
〜
A
2
の
人

⑤
介
護
保
険
の
要
支
援
以
上
の
人

　

避
難
に
支
障
が
あ
っ
て
登
録
を
希
望

す
る
人
は
危
機
管
理
課
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1 

5 

2  

3
）へ
。

成　

田　

市

避難支援対象者

自主防災会
地域団体

民生委員

消防団

連携

平常時
●支援対象者の状況把握
●支援協力者の選出
●支援計画書の作成

災害時
●情報伝達
●避難介助
●安否確認

●搬送

交
流
・
調
整

同意確認（郵送）

同意書の返送

本人の希望による登録

同意のあった避難
支援対象者情報（地
域団体ごとの避難
支援対象者名簿）

民生委員・消防団員は特別職
地方公務員として、守秘義務
が課せられています。また、
自主防災会・地域団体に名簿
を開示するときは、覚書によ
り災害対策の目的以外には避
難支援対象者の情報を利用す
ることを禁じています。

個人情報について!

　「細かく指定する」を選択した場合は、情報の選択画面で必要
な情報を選択し「確認する」をクリック。登録内容の確認画面に
切り替わるので、確認して「登録する」をクリック

⑧「info@nrt.171k.jp」から「利用者登録が完了しました」というタイ
トルのメールが送信される

　市では、携帯電話やパソコンへの防災メール配信サービスを行っ
ています。メール配信を希望する場合は、あらかじめ利用登録を行っ
てください。
■登録方法
① 利用する携帯電話やパソコンから「k@nrt.171k.jp」にメールを送信
②「info@nrt.171k.jp」から「防災メールの登録はこちら」というタイ
トルのメールが返信される
③ メールを開き記載されたアドレスをクリックするとインターネットに
接続されるので「◆利用者登録◆」をクリック
④注意事項が表示される。確認して「同意する」をクリック
⑤利用者登録の画面に切り替わる
 メールアドレスは自動的に入力されるので、そのままにする（変更し
た場合、登録ができない場合あり）
ニックネーム（必須項目）は自由に入力
住所の地区（必須項目）を選択し「次へ進む」をクリック

⑥ 受信する情報を選択する画面に切り替わる。「全て受信する」ま
たは「細かく指定する」を選択
⑦「全て受信する」を選択すると、登録内容の確認画面に切り替わ
る。確認して「登録する」をクリック

災害情報
災害情報 市内の災害発生、被害情報
避難所・
救護所情報 避難所・救護所などの開設状況

気象情報

気象警報 大雨・暴風・洪水などの警報の発令・
解除、台風の接近情報

地震情報 震度4以上の地震が発生した場合
の震度・震源など

光化学スモッグ
注意報 注意報の発令・解除

消防情報 消防情報 火災発生・鎮火情報

防犯情報 警察情報 警察からのお知らせ
不審者情報 不審者情報など

■配信される情報

※くわしくは危機管理課（☎20-1523）へ。

─防災情報などを携帯電話やパソコンにメール配信します─
配信サービス防災メール

災害時要救護者避難支援制度のフロー図
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3日分を目安に備蓄しておくもの
懐中電灯（できれば1人1個・予備の電池も）、ろうそく、
食料、ビニール袋、固形燃料、簡易ガスコンロ、1人
1日3リットルの飲料水、ペット用の餌や水
　被害が大きいと、行政機関（自治体、消防、警察、
自衛隊など）による救援活動も難しくなります。公的支
援が受けられるまでのおおむね3日間は、自力で避難
生活が送れるよう、あらかじめ準備しておきましょう。

災害用チェックリスト
避難するときに持っていくもの

  貴重品

□ 現金（小銭も）

□ 印鑑

□ 保険証

□ 預金通帳や

　 有価証券の写し

□ 本人を確認できるもの

  衣類・洗面道具類

□ 下着類

□ くつ下

□ セーター類

□ タオル

□ せっけん

□ 歯磨き用品

□ 紙おむつ

□ 生理用品

  小道具類

□ 懐中電灯

□ 携帯ラジオ

□ 乾電池

□ 軍手

□ ライター・マッチ

□ 栓抜き・缶切り

□ ティッシュ・ウェットティッシュ

□ 使い捨てカイロ

□ 筆記用具

□ 雨具

□ 救急セット（常備薬も）

  水・食料品

□ 飲料水

□ 非常食

□ 飲料用ポリタンク

1 7 1

0 4 7 6

再生方法 録音方法

自宅の電話番号を市外局番からダイヤル

（30秒以内）再生

2

1 7 1

0 4 7 6
自宅の電話番号を市外局番からダイヤル

録音

1

災害発生時は電話回線が混雑してつながりにくくなります。
「171」はほかの回線よりもかかりやすくなっています。携帯
電話各社でも災害用伝言板サービスを行っています。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

家
庭
の
防
災
会
議
を
開
こ
う

　

災
害
が
起
き
た
と
き
に
慌
て
ず
に
行

動
で
き
る
よ
う
、
家
族
の
役
割
分
担
や

連
絡
方
法
な
ど
を
事
前
に
話
し
合
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

確
認
し
て
お
く
こ
と

○
火
の
始
末
な
ど
、
災
害
時
の
役
割
を

決
め
る

○
家
の
中
の
安
全
な
場
所
、
危
険
な
場

所
を
チ
ェ
ッ
ク

○
家
具
の
配
置
替
え
で
安
全
な
場
所
を

確
保

○
備
蓄
品
、
非
常
持
ち
出
し
品
の
確
認

と
持
ち
出
し
役
の
決
定

○
避
難
場
所
、
避
難
経
路
の
確
認

○
家
族
と
の
連
絡
方
法
を
決
め
る（
災

害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
）

建
築
物
の
耐
震
化
を

　

過
去
に
発
生
し
た
大
地
震
で
は
、
家

屋
の
倒
壊
に
よ
り
多
く
の
人
命
が
失
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
市
で
は
、
昭
和
56
年

5
月
以
前
の
旧
耐
震
基
準
で
建
設
さ
れ

た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用
の
助
成

や
無
料
木
造
住
宅
耐
震
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

家
の
中
を
安
全
に

　

地
震
で
の
け
が
は
、
大
半
が
家
具
や

電
化
製
品
、
照
明
器
具
な
ど
の
転
倒
や

落
下
に
よ
る
も
の
で
す
。
壁
な
ど
へ
固

定
す
る
、
高
い
所
へ
物
を
置
か
な
い
な

ど
の
防
止
策
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

建
物
や
土
地
を
チ
ェ
ッ
ク

　

建
物
の
構
造
、
地
盤
の
強
弱
や
周
囲

の
地
形
な
ど
か
ら
、
地
震
が
発
生
し
た

と
き
の
被
害
を
想
定
し
て
お
く
こ
と
も

大
切
で
す
。

非
常
持
出
品
を
準
備

　

持
出
品
が
多
過
ぎ
る
と
、
避
難
し
づ

ら
く
な
り
ま
す
。
目
安
は
男
性
で
15
キ

ロ
グ
ラ
ム
、
女
性
で
は
10
キ
ロ
グ
ラ
ム

ま
で
。
非
常
時
に
慌
て
な
い
よ
う
、
日

ご
ろ
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
を

作
っ
て
準
備
し
ま
し
ょ
う（
左
表
）。

防
災
訓
練
へ
参
加
を

　

自
主
防
災
組
織
な
ど
地
域
で
実
施
さ

れ
る
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
、
災
害

時
の
行
動
を
体
得
し
ま
し
ょ
う
。

防
災
用
資
料
を
配
布
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、「
防
災
マ
ッ
プ
」「
地
震
に

自
信
を（
英
語
・
ハ
ン
グ
ル
・
北
京
語 

・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
併
記
）」
な
ど
の

防
災
用
資
料
を
、
行
政
資
料
室（
市
役

所
1
階
）や
危
機
管
理
課（
市
役
所
4

階
）で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
家
族

や
地
域
の
防
災
会
議
な
ど
で
ぜ
ひ
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
危
機
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
2
3
）へ
。

家
族
ぐ
る
み
で
防
災
対
策
を
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